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採用され、教育行政学としてカリキュラム研究を行った。19 世紀末から 20 世紀にかけて、
教育行政学に期待されたのが、教育行政に関わる個人的経験のみから構成される知見から、
より科学的なアプローチによって得られた知見からなる学的体系であった。ボビットは科
学的アプローチを行う教育行政学研究者として期待され、教育資源の配分という観点から
カリキュラムを考えるべきとの構想に至るのであった。 
 第５章では、行政システムを基軸としたカリキュラム開発の孕む問題が指摘され、その
起源をボビットに見出すことのできることが論じられた。また、教育学的立場としてはデ
ューイと大きく異なることのないボビットが、行政システムへの信頼という点でデューイ
とは決定的に異なることが示された。行政システムとしての科学的管理法がカリキュラム
理論の基軸に据えられることにより、カリキュラムは日常的経験を基礎とする学校教員に
は扱いきれない高度なものとなる。また、タイラーが方向づけた、学力テストによって成
果評価を行うその後の動向は、ボビットが敷いた路線に端を発するものであったと言える。
ボビットのカリキュラム理論はそれまでの定説とは異なるかたちで、その後の米国の教育
動向を決定づけており、大きな影響を残しているのである。 
 最後に、第６章において、以上の成果がまとめられ、残された課題が示された。 
 本研究は次の点において高く評価できる。すなわち、ボビットの著書等を当時の状況と
の関連において丁寧に読みなおすことにより、先行研究が定説化しているボビット理解の
誤りを正すとともに、新しい解釈を提示したことである。 
 一方、本研究には次の限界があった。デューイとの類似点と相違点を明確にすることが
本研究の分析枠組みの一つとなっており、一定の成果を上げることができている一方で、
デューイとボビットそれぞれが使用する「子ども」や「経験」という概念が、表面的な類
似を超えてどういった意味で類似し、また異なるのかの検証が必ずしも十分ではない点で
ある。思想史研究としてさらなる考察が求められよう。 
 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があ
るものと認められる。 
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